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巻 頭 言

巻頭言にかえて

人間発選科学部 学線  北 村 潔 和

"●
り契,実践研究を読京せていただくと 掲載されている論文の多くは現場で0案鶴研究″ほと

んとである 喜ばしいことと思って,ヽ ます 私かヽンター量のときは 基礎的研究ようも実銚的研究

を掲載す
^=と

の幅があつた とこまで,実践で とこからが基礎的研究であるか0線を;く のは

私としては自信が無い,ヽ 新しヽ発見を求して
'お

,つ涯則メ見011る ような研究は楽しい

私は高岡市民病院で確形外将のスポーツ特殊外来を,0年近 (手伝つてい0 当初は 患奢を′つ●―

ビングして 基本的な,′ヽ
`リ

メ‐●―や現場^観崚 でのトレー‐ングメ‐●―力昨 れるのでは[

考えていた また 病院0私に求めて,ヽ る0け  0つ仕0■ と感していた そこで ,り外来
'図

曖

される前に ストレ●テから協力や特久カト,―‐ングなどつメ‐‐―を青えた しかし 実際に忠

者に向
=あ

うと ==債 々0考え方 体力 楡 体●構造がよちよちであ, とても一樹
`で

きる

ものでない0と を悟った

それても篤内の前じや 蘭節の栞らかも 体つ構遭などを考えて 基本的なトレー‐ツタメ‐●―

は作・ ■ しかし 忠者がス鷲―ツ現場^戻 , ●―卜の上に立ち完全夜帰するに0 それにブラス

懲書個々0状態を把握した上での用意)必要にな0 この知恵が私に菊待されてぃる仕事たと感じる

ようになった

こ0外来をll設するヽあたって 担当される外科医と話したことは スポーツ選手であるかぎ,

日irに B標 としてきた大会がある場合は それに出場させることを樹提に対5し ようとヽう。とであ

‐た 口標に向かoて トレー‐ングを積んで●たことを無にするよう0 1怪我,お るまでは安酸に

して試合に出ることは控えてはしいJと
'つ

た対応
`し

な,こ とを共通認摯とした そして 大会が

終もって,ち選手に能を聞いて 今後oこ とを考えて治熊をしようと

この各えば教育現場での様々な問題と それを解決して,ヽ く実路と共通するものサも ると考えてい

る 数青実践研究の中に 何i払り担当してヽo外来に摯嗜[な る場列はないう0カ とヽ―ジを雑‐

てい0
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挨 拶

人間発達科学研究実践総合センターを退職するにあたって

センター教授 日 尻 信 壼

私は
'0∞

年 4月
「

人間発迎科学部肘届人間発達科学研究築敏総合ヽン

'―
に赴任し ,年力樅 遣し

ましヽ  そ0問大過,く 職資を果たすこと,'出来ましたのも センター長のオ,1先生を始||と して下

田先生 石津先生 菊ね●んちtンター教輸員0皆様のお陰と感謝申し上げます また 著員教授つ

本多発生 寺日先生には 鉄職0先輩として様々など助言やごli導を賜 , 大変有 ,難 く存しており

ます 着任時のセンター長であられました市遷先生には 大学人として0自党をお欧え頂けたことは

富山大学での研究生活をおくo上でのlξ針となりました 現在 他■まに移られております力1尾崎

先生や相壇先生とご―嬌に仕事が出来たことは 楽しい思い出しなっておう
=す

 今振り返うと 人

閲発違科字篠中 総合ヤン

'―
での

`年
間は大変理 しヽ 期間であoた ι忠ヽます

今年度をもって本ヤンターを返戦するにあた, お世話になoた方々に感謝申し上げるとιもに

本セン′―(過 ごした年月を板り返ってみようと思います 私は学習環境部llに属し 改育実習つ事

前事後li導 教育構演会の実施 附属学校固との連携等の案務を担当致しました とでヽ 毎年実施し

てき,教育購薇会については と,わ け思い出深いもつがあ ,ま す 2∞ ,年1'月 に  [旅立ち0日

,j(全国で最もよく歌われて,ヽ

`卒
業式●曲)0作曲者 高続浩美先生をお招

=し
て行った教▼澤

3会は 120名 を越える方々0勘 ,があ,ま した 当日は 人ll発達科学部第 1糠で一番広い教菫を

会場として用意したにも,かわらず 椰サ●,ずに隣堂´ら構子を運摯 まとの盛況でした 鵞演つ最

後  ヽ高摘さんの指拓で [旅立ちの日 tJを奎奥で合唱しよした その時は 旋律が進●に連れて

参加苦たらは感福ま,泣 ,なから0合唱せ,,ま した 高精先生によう [炒花J と,う べき珠宝●秩

青実践を勧 ,者に =,わけ欧職を目指す学生緒言に紹介出来たことは 私|=と って,の上もない喜

びとなっております

今日の世界ば 夕●―バリゼーションリヽと 知議遍盤社会 ゆ文化共生社魚 絡螢 ,ス ク社会″

=様
々,醸を持つようにな,■ した そのた

' =れ 'ち
の数貝は 学校餃育を通してこれ,φ燎難

な社会^0対あを迫られるだけでなく 成熟した市長社会の建般をも担う責任を有することにな,=
す 救貝●修得す^0も

のは これまで0時代と比本 格段に増大してお ,ま す 21世紀を生き0歌

員はク科やま青学0内容にととよらず 市民として0幅広,豊かな教養をも必要とな,ま す とくに

これからの1,年間
'8本

の学掟にとって澤鮎の時期を迎えます 文部科学省0試算によれは 今後の

1晰間に全歓師つ:分の 1,新たに採用された数資と入れ替わるとりことです 数只装減の果ヽす^
自役割は その重婆性をこ層増していくことにな0ま す 富山大学でその申執を担うことになるつサヽ

人間発適科学研究実践総合センターである●確信致します 本センターつ益々つご発展を祈念申し上

げて 難 りご換拶と,ヽ た0ま す
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寄 稿

「継承されぬ経験・知識Jと いう記事を読んで

～自らが継承できることとは～

センター書員教授 本 多 信 昭

相次ぐ教師のl・l題指導に関連して 平成22年11月

`日
付lι 日本新間に

'総

承されぬ経験 知機| と

,,見出しの口み配事が掲職された 障 配0節機ゃ壼験,嗜承されず 着手は子どもに 受ける

指さに走●(|● Jか ら綸■, 「相次 ぐ問題l●導 よ
^テ

ラン教師の 受けo lζ態でも起itl
るJ と続〈 珈志策としては [簡題が大きくなる前によ陽

`防
1教価同士のチーム′―クか櫛 しし

く|な 10ではないか 指導法を検証し合
'組

織作,'i到  そして「学技て激師になりたて0人
には iチ ーよで何,必要とされて,る の,常に考えてJと 話し 緞師が組職として識l●すること0菫

螢●を伝えて,るJ =い う側びて終わる流れになっている

数採ガイアンスや学び●アンストを担当している意としては 「これから教員をめぎす吾普たちに

何をと,継承している0かJと 問い詰められたような気分である いらんな先生と活動する中で改師

としてつ藻質を育てられたと思つている0が大部分0教師であろう 記事内窓
=教

師間で盲然発生す

0師第閲棒りあう方を中心とす0展開と思つていたが 既にそういう人間関條φ存在を取材できな|

現状であ
`こ

と,垣間見え0よ うで ますます放しく恵して,る

散興を0ぎサ若人を支援する瓢として よ 盲ちが継産てきること再確鳳 0伝え0薦務があると思っ

て,た とそろ 平虚 ,年 1月  県内の教鐵只グループが● [こ れがらの教育を考えるJと ,う 機座り

:,話を使販された 出席者は学校では中堅以上の方が大多数たoたので 自分″継承して鉱しい内容

を加味してお話し, 以下に参加者●感想憲見つ一割を紹介し 内書を振 ,遇・ てみる

「誤薔分析は自分たちでJと いうことを大切に実践していきたい ‐全国―斉学カテスト^mlj自
らか主体拘に関わ, 自分たち0カヽ分FIす ること,'指導0政増に役立つ 偏差値を見直そう

開るくプラス思考でやつていこうと思0た ‐朗う1学校  I“ い先生 そして明る1子 ともたち

を作る●
= 

峯黙になるな アラス患考で

"を
出そう みんなの一歩一歩が切

`く

す0

「
きに残つた邸分をそのまま写す読薔ノートによる指おJ―大切,硫螢も [じ想文を書きなも Jヽ

というプレ,シ ●―が頭にあれば蟻になる 素直なmつ o写かo生 まれ0楽 し,mOである

i相手をよく見て その人の変化を見つけて理めてありよう リー先生と略めて征 しい学びのアン

ストヽ 0ア ドバイス「子とも
=線

(働慟言線)の授藻観劉 )0発展したものである

物まの真実に目をそらきず しつかりと見る講師|=感銘‐時

“

問題に対しても自ら0意見を持ち

常に手どもたちの疑間 質l・lに大人として教師として答えようt努力している 具体的には適徳律

t津律●筒の問題 いしめに
'る

自穀0問題など̂ 0考察を紹介した

自ら,前興 生徒:指導 綬案でo実磯0う ち 時事的問題に関連する内容を通びお話ししたが

共0して,た た ,鰯 しく思●て,0 =れ ら 内容の大部分[ば 今も縁廻として取 ,組んでい;
お話しをしなから 曾●縦まできるものt, 自分のB富の妻であり 共に教育 tlう 目想に向か

ヽ憾力して発力する週経が生きた継承と 再寵議した 改繰ガイダンス 学びのアンストの活動も協

働目線で共に歩み学び合うし,大切<指 導 結導と急,ヽではならな|ヽ と 思いを新にしく|る
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稿寄

自己効力感を高める「けん玉セラピー」

センター害員敦綴 寺 西  朦 雄

●
・年 清分に自信,も てない子ともが増えているι言われる 私メ教育ll談0中でかかわって,ヽ

`子ともヽら0場合 その傾向がヽに腱い 元  々何らかφ袢自で自信を表失している上に B々 つ学

校生活の中で 失敗や挫訴を倅駿する0と ,'多 く よ
'一

層自信を失うとヽ う結果に‖0
心理嵌法0主流が精神力動的なもつか,記知行動僚法に移行●てい0ア メリカです 場面機黙に対

す
`治

療として 症状が最も頻蒼t学校晰言で政師が中心●支授チー●によ,段階的

“

介入プ●夕
'■が実施

`k、
大言

`成
果を上げて,る と,,  |メ モー″ステ′列 と呼ばれる方法で 発語や子

ともつ交夕関係を段階的に歌善0 子どもり自己効力感を商ゅると同時に浩僚^り■チ
^―

シ・ ンを

上げ そつ効果セ‖持させる0であ0
私は 教育相談において 「けん玉セ,`― J(けん工を活用したブレイt,ビー)を大切にして

いる ,ん玉t,ビーは 「スモールステ′刀 を選ホにしたh,llみであり 段階的にレ
^,,ア

′ブ

するようア●グラミングされて,0 そして 階段を一段一段■●■,に乗 ,起えて,〈 ■で 自己

効力感を高00し 同時 浩ヽ療^0モ チヽ―ションを上欧 そ0効果を維持させるこを
'で

せる 段憎

●lに プ●/ラ ミング●れたけん玉●紳音を通して 「や,● ぼで|`Jと ,,應覚●0つ こともで
=る

自己効力撼をはぐて0た 0に は 自分で実際にや,運ピちれたという成功ll歌を校み資ねる。と,'

大切である 私
= 

じん玉セラビーを血して 子どもか
'■

手くできたJ「Llし たJ 砒 長したJ

と体感で
=る

機会を試み■●
`こ

とによつて  'こ ん,冑 分にも や′|ばでせるんだJ という気持ち

を抱 くことができるようにさtlたヽと類っている モ●|た 0に 子と,0表情やし,● 0かすかな螢

化を見通さな,よ うにしている そして 気づいたときには '|に子とも■伝えるようにして,る

速水護彦氏は [私● 自己効力感 tlう もつの命を L蔽に向か,て ヽこうとす0心』だと考え

てい0 人は絆0発選途上で何度か失敗する 維にと●tt成功の回数よ,失敗の回数
'多

いのは言

明のことである, (中■)鼻歌交し,で途成した艦験ではなく 成功に行答■ (ま で何度も失敗●

直面したに0,1わ 0■ あ
=● "ず

に粘●(がんばったという経験
=`'自

己幼力感φ源たと考え

られOJと迎^`10
t' けたまと

'「
成功体験を積み■●る進

`町

であると同時に 「失敗体験を楽 ,越えることを

学
=遊

びJであると考えている けん玉●

設位り認定
= 組口ぼに1,回中 1ヽ

=口
戯

功すれば0く であり 成功の回数■,失敗

の回数
''多

1遊びである 10Fヽ ら0綾 ま

では 場しい種目ばか,であるが ,級に

なると「飛行機J[い う甦●1技サ塁堀す

0 4綾になると さ●[難度の高|[3
,けん|,力厚い壁と .|・ て受撻

=●
前に

立ちはたか0 それに果敢に挑戦して,て

■て  嗅 敗に1,っ てヽこうとす0心 J

が育ち 遂
=葉

,越えることがで■●とさ

真0自 己効力感が高まる0である
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生
回

センター准教授 下 田 芳 幸

東洋,コ

`■
t■―如 あo,, 心″相関 という考え方があ,貪 ず,ヽ 現在の心■螂床で

`こ
の

考え方が取 ,入′|● ′ヽ 第二世代0認知行動憲法のように 心
=体

を一体的に掟えて支援する立場が

優勢 ●なりつつあ,ま す

0の よ,な流れの先駆けとして B奉には 九州大学名誉教授の成瀬悟策先り
'考

案した [動作

法Jと ヽう方法,'あ 0ま す 人0動作を意図 督

力 身体運動と,う 一運の心理的夕●セスで掟え

ここを丼 ]に働さかけて,ヽ 蝉 法です

この動作機は 動犠 法という0赳感法として0
立場を確立して,る は, スト′スマネシメント数

育でのり,,ク ス法として 学校教育の中にも取 ,

入れ,れて,ま す

珀■22年8日 28日日間催                ,知 。.■,,■
'`●

■山丼笙侑,

長綺国際大学尋任副師
心理リハビリテイションスーバーバイザー

黒 山 竜 大 先生

『姿勢から見る児菫生徒の心の理解とアプローチ
～学校現場で役立つ心理臨味～J

今回は =の動作法0実践経験が豊富な先生をお招0し 学校現場で0適用に0,ヽて 誌議と集習
を行oていただきました

今回φ講座では 意外と気づきにくい姜勢や勁さ

0 クセ ヽとう気● (か  そしてとう支援して,

くかにつ|て 腕上げや肩上 lス 前硼をいった実際

の課題 (櫛作課題)を通して学んで,き ました

働 Iさ れた方からは 今までにない
=燎

が得 ,III

た 心と身体のつな
`.り

,甚鷹できた という声の

ほか 体験しヽ自分自身,'0地 よかoた 学校現場

でも適用しやすい といったドも,数預さました

今回0購凛が 先生方 そして児東生徒0皆さん

のアンタル^ルスの―助となることを醸‐てお,ま

す

-0-
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報 生
ロ

第14回 発達と臨床の心理学講座

センター零¨  石 浄 憲―郎

発達障害に対すo学校現場つ腐心

"1常
に高くなつてきてい0 発燿薄害の子どもや大入^の支授

が充実して,(一方で 包括的t支援に黎が,に て,場合も,(あ o 実際 学校としては発選障害

●可能性に気づ ,tが らも 鋭や外部機欄
=と

0よ うに連携す′|ば よ|の かは醸しく また必ずしも

連携でよると0限らない ほ練機関を筆頭に 相
'機

劇
=可

ll●限,連携した|と ,,はヽは現場に

はある 選礎綺な■速眸書り知識とは別0視市,, よ,よ ヽ連携について学ぶたo 平成22年度冬

の発達
=臨

藤の心理学繁塵では 京都市発逸障喜者真経ヤンター,,予翠挫子先生をお相
=し

 「発

達恒害●対する援助 ―外部機関ιのよりよい連携を目指して」  と題する謗議を行_た

平成23年 1月 22日 開催

発達障害に対する援助

―外部機関とのよりよい連携を目指して一

講師 京都市発違腱書審支観センター 千 葉 桂 子 先生

当日は ,ま く外部と・
1違抗が,(● ●にはど0よ うなことに心かけてい (か とい●た視点に加え

外部機関と探々な事情から連IIができない場合に 学校現場ではどのようなことを行えるかについて

具体的な動列をもとにお話を,た だい  ヽ 買間を路まえたディスカ,ン ,ン が盛 ,■がるなど 現場

0先生方の関心の高さか歌o(伺え●:1檀た・ た

―,―
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附属幼稚田 真寿美吉 田

今年度は [豊餞 心をはぐくむヽ変容する子 ともの内面をとらえる｀jを研究主題に実践研究を進

めてきました 昨年度の研究の成果を受け さらに一歩研究を進めることを目絹 し 子ともの内面を

よう
=め

細やかにとらえようとしました 具体的方策として [ね らいを明確にした意図的 経続的な

保育J「 子ども●1内面をとらλる記録の蓄積 と共有Jに力点をはいて研究を進めること 0し たのです

今年度も 大学の先生方に各クラスI,お一人ずつJ澪でついていたださ 研J♀育の指導助言はもち

ろん 日常の事例研究についても専門的なご意見をいただ く等年 l・lを通 してご指導いただきました

そのような研究の歩みの中で 6月 2日

“

に独立行政法人国立特 :サ支援教育母合研究所 理事畏

小田豊先生を・ 1師 に携迎え し 保吉 フォーラムを開催 しました 県内外か ら200名 余 ,の 華会を得

子ともの姿をもとに内面の読みt'について多面的に見ることの大切 さを学びました 小田先生の輌

演で , 今重要視されている保育カンファレンスの械み として 欽職員炒共通つ尺度をも‐て深 く子

どもを見 る目を鍛えることの一手法を紹介 していただきました 園全体の保育者で話 し合 ,こ との意

味ゃ必要性 を強調され ホ図の取 り組みの方 1性を供押 ししていただいた思いがしました

また 10月 には県新颯採用教員研修会の鶴力国として保市公l.5を行い 新規採用の先生方の r意見

や指導主事の先生の構評をいただくことで 幼児教育の本質を見つめ意すこと,ヽ できる買菫な機資を

得ること,1できました

来年度は [豊かな心をは ぐ〈むJを主題に掲げての研究のまとめの年度 とな ,ま す 子ともの育ち

や保育実践力の高ま ,等の確かな手応えが得 られるよ)研究を深凍 いきたいと考えています

t Hl属」1学校からi
ヽ′,X′ヽ●′ヽイ,|,,′ ●●′●′

よりよく思考する子どもが育つ授業の創造 (3年度)

―思考の道筋を生かす比較暢 ―

附属小学校教諭 草 野 円

印■小学校では 一昨年度よ,「 ようよく
=考

する子どもtl育つ授業の創造J という研究主題を掲

げて研究に取
'組

んでいます 今年度は 6月 2Bに研究 2年度日 (則題 [子 どもの思考が活性化す

る比較の場の構成J)の成果を発表する場として 春の研究発表会を開

'Iし

ました 県内・ lが ら多く

の先生方にご批正をいただくとともに 公開授業の全●llに おぃて富山大学の先生方に指導助言をい

と 比較することによって子 ど

ように設定 していけばよいのが

ただきました

8月 よ,  鵬 の道節を生かす比較の場J とい)新 しい副題のヽ

もの
=考

が活性化する過程をlllち かにし そのような場を教師がとの

について研究しております その新 しい副題に沿って 10月 から繊い

ているtl内での研究授業においても 大学との連携を密にし 学部の

先生方にたくさん0ご指導をいたた|てお ,ま す

現在 3年度日の校内研究授業も大詰ゎを迎え 今年度つ屁果を確

認するべ ( 校内での授業検討に励んでおります 来年度も 今年度

の成果と課題を生かし 研究や業賎を紋み重ねていきたいと考えてい

ます

-8-
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一学びあい 自ら学ぶ―

附属中学校 新 田  稔

尉属中学校では i主体性の高ま,を 0ざす課題学習―学びあい 自ら学ふ―Jを研究主皿 副題
として 平成口年||ら

',年
までの■年計画で研究を進めてきました 今年度はこつ研究●4年 目 最

終年度の研究莞疑 して 0月
=日

に教育研究協壺会を開催 0よ した 菫部 西部数青び獅訴及・・H
山大学の先生方を1帯導助言者としてお迎えし 国語 数学 者楽 美術 英語 道徳 特別活動o発
表及び全体発表 全体課練会を実施しよした 授望を中心とした各教科0発表では ,(0多 ,ξ と
をもに研究主厘 刷題り解明に詢けて脇餞0 研究を深めること,'で きました また 全体講饉会で
は 文部科学贅大臣官房企画盲 牛尾 lJ文 先生を講師として ,`年度中学校半習:劇要頸完全築
施に向けて 千新学習,i奪要領0ね 01ヽ変わったこと 変わらないことヽ Jを波題にご脚 ,いた
ださました

また 今年度は新たな取 ,組るとして 本校0校内研修会に他校の先生方等の参加を驀った授業研
賓研修会を12月 1=日 に実施しました 数学の授業及び授業協議会 茨城大学敗授根.10先生 (筒文部
■,省初等中等教育局主任視宇官)の議糠会を行いよした 根本先生お 日本揆●研究に対するご指
導をいただくせとうに 参会各0先生方からもたくさんのご意見与を,た ださました

平成2,年露からは研究主題 副題を i主体性0高 ま,を oざす態題学碧―課■学習●おけo言語活
動の明確lι と充実―Jと します 奉検渉長年研究を進めてヽる課題学臀を言語活動という視庶,ら研
究を進めていさます 新学習指導動 におい●も曾循活動の充実渉壼視されて,=す 言語活動とい

う視点でヽ検が取囃 0課題宇習を見つめ直すことで 腱題学習におけ●
=語

活動を明豪化さヽ  そ
の後 よリー層 書語ヨ勁り充実を回, 生徒の主体性0育成を目1:し たいと考えてい景す 最後に
平成2`年度は6月 ,日 ●教育研歯協機会を,1担 します 社会 適料 保健体育 技術 家庭の発表浚
び全体発表 全体綺減会を予定しています

`肘

日精ЯJ支颯学校からす
′●,●

`, 
ア,●す●x,ヽア,ヽ ´●メ′,′■,,

地域生活につながる授業づくり

肘属ll用支援争餃 野 朦 男  年

特別支授学校で, 研究i題を [児童生徒が地域社会で主体的に活動するた00支援0と ,あ る^
営́ ヽ地域生活につ

“

力
`授

業ラ (,～ J と設定して

`1年
針両で取り組0ま した 今年樫か 最終

年度です

児童生徒が地域社会で主体的に活動す0要を実現するたりには ■枚生活にお,て も その蜜を実
現すること″大切です 本研究では 数料刊 ●指導 特に回籠科と纂微科 数学料を中心● 児童生

徒″か,わ ,合いなが,主体的に活動する「参加jO姿 0目指しまし  ヽ その結果 C学者謀越 (授

業の昴とする鰈m内容のよ
=ま

,, ②革習活動 0鶴同φ字習機会など0「学習プ●セス (児食生
徒の学 ●)の工夫Jが必要であ0と いうこと

'`分

か0ま した また ケ習′●セスの工実たけでな
く それを支えるた0に は政窟環質や本技,こ ′。まで閣発して,た支授′―ルなど0「支授環境のエ

夫Jも必要である
=と

か分が ,ま した さらに 置別の徴育支援計画
を基軸として 他の改師や保護者との連携を図るこせで 学習の■鼻
を地域生活につなげ 児壺生徒●地澱社会で主体的に活動する可能性
を高められる

=と
,'見えて言

=し
た

本研究を進めるにあたoて は 学部の小棒先生
生 水内先生に何度

`本
校に足を選んでいただ0

たたさました

主体性の高まりをめざす課題学習

川崎先生 阿都光
数多くの動言ない

,●薔 口●IIn鐵 ,,

-1-
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センター教授 田 尻 信 亘

i散貝 宇±0た 0●教育諦澳剣  (学 ll環境部ll主催)●
'平

成2,年 2月 11日 日午後に人間発達科

学部,`1精 義菫を禁場に実施され,し た 今年度0講演デー‐ |[澪詢館を活痢した活動～ll会響教

育 地理教育 歴史教育 国際理解藁市サ0のアプ。―チヽJで した 誦演者と[:演題● 以下の通

,です

O出尻信豊 (宮 山大学劉■)[歴史教育 国際理解教育から見たヽ詢館満痢J

O田部悛充先生 (日 本女子大学教授)千地達蔵市,,見た博輌館活用J

O,回奪志先生 (日 自大学敗0 「学校教育から見た博物館底RJ
当B●外部1,0荻奥 側特館り

=芸
,つ方 ,々2名 を含む1``名つ蓼加かあり ]:演姜嗚●人間宅

遮科学部第1檬で一番広い改生を用意しよしたが 黛,足
=ず

隣生,●櫛子を運
=ほ

とり盛況てした

以下t 謗演会テー,つ趣旨とキ耐■0極晏について報告します

〔露演会テーマの燿B]
小学校で , 現行学習指導要価の下で「総合的な学習の時間」の新般に伴■ 学校とヽ 駒館●逃製

,提唱●● 学校による博幼館0積極的な活用か推進される0と にな,ま した よた 11議底盤社会

0到来によ●て 知:iや1,報 を日々 更新して,(心晏,1土 妻′|て ,ま した その結果 新しヽ 学び場

=し
て 博悔館等0社会数市施設り活用

'雛
栞される0と ,な

'ま
した 小■級の新字西輌さ要領で

は 「場合的な学習●時間JI赫 ,で ,く  ,数科において

` 
理詢題などの社会政育施設

"積
惰的

活向が求わられるこtに な,ま した

人口100万人あヽ
"博

勁健数を見てみ
=す

と 吉1県 ,F● 野■ 1梨県によヽで全国3じ 位を警

っています 富山環は 学懃 青 と,わ け小学波にお|て 1輌館0活用にあた●モ恵ま′̈ 環境

にあると  ヽえます

新学習指導よ機に蒻● (小学校の新散青謹程●今年■月力,全面的に実施されよ, そのた0 ●

年度● [教員 学生のだ0●構浪会| ,博詢館0活用にスメ,1をあて, 検樹するこιにい||し ま

した

〔各腑演のIIE]

口尻の詢狐て
' 

新学智指ご要頷 tお け●博勁館,也α●● 田尻|`宮山県内●小学校を対象●

"∽
年11月 に実施した博詢館活用に関する質問櫃調査つ分FI 漑悔龍を活用した案鶏剛0紹介が行わ

れ,し た そして それらの議論を
`と

にして 歴史学暫 国際コ堺学薔での博特館活用の具体的方

法サ提室されました

田部先十● ,ヽユでは 日本女手大学て田部先生が取組んで日本民家園と0連携下巣 米国オ●ヨン

,口,笙 |よ●●■ 沐● 1搭●●勁 ■
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州0地迎改■懲辞会によう教員研修の機子か紹介されました 地理教育での博鞠館の活用に当た●て

は 数科間の連II 地域との連携0必螢性メ提案され,し た

'日
先生0・l演では 今日●教育0問い直し 市民的景票の青成0面,ぢみた博特館活常 学響方

法の政輩として,博詢健活用等につ|( 紹介されました 多田先生0構演は 前つ 2講演を2,世紀

り学校れ育
=い

う観点||● まとめる10で した

当日は ,つの購演とそれらり講演 ●対する熱つ0も った質疑応答力嘱 llさ れ 大変充実し,内容

であ_■
=と

を●:[し ます

[錮旬  子どもとのふれあい体験

センター教根 田 尻 偏 壺

[予 [`と 0メれあ1体脚 は 今年 (¨ 1,年)度で ,2年■をむかえた 今年翼0醐議●―,,
共●6・ ―スであoた

①料,も艦ぼう。―ス (型観 |●II和鱗 生)

②も0つ て,,― クン●,ブ●―ス (担 当数■1廂 象先生)

0遊
`校

助・ ―ス (担当教員,小瞥楽 若山市代 甚館有紗先生)

①発選0気になる子ともの授助●―ス (担当執員 1川崎総大 阿部美徳子 水内挫和発生)

0贅 ,ド活動・ ―ス (担当教員 1広潮信 佐伯聰史先生,

畷告]「学級担任論]/学びのアシスト スタディメイト事業

⑤不さ校児童生徒^の支授●―ス (担当該RI石津憲―郎 下田芳幸先生)

〇となみ野1,0■ ●■歩●■・ ―ス (担 当改Д I松本濠一先生,

一年間り活鮨虚県を発表 0 そ0経験を勧 ,者全員 ,'共有す0こ

とを目●|に  「子ともと0メれあい体験交流発表会Jが  2月 】IJ
側に人l脱適科学部

`櫻``1教
菫て行われた 当8, 受け入 輛ヽ

般の担当者なとをお摺
=し

て ′|ソ ーオイント●●●った莞奸 楽し
,′ |フ ´―‐ンス●

= `時
間半に■ぶ発表はとれも充実したもφ

であつた どの発表からも一年間の充実した活動の粒子 |ヽよ くうカ

渉えるも0であった ′,‐■インヽ ,マ●II==● 合ヽ ■●,●肇
●■|●●′|`=画 ●●

センター教授 曰 尻 信 ヨ

人lI発適科学部は 本セン′―所属散只,主体となって学部教員と連捜して 官山興政青委員会●

[学 びのアシス トJ 「スタデ●メイド′‐=アJO業 に儘力し 学部接葉 i学餃担任綸J受講生の

小学技^0配置を●・ モ彗た 陰板担任詢 では [学す0ア シストJ Iスタディメイドラ■‐

アJ事業を通して 数韓志望学生の薇買 籠力り,■をめぎすこと,目 的としている 本投業  ヽ今
年駆て ,年目を迎えた 今年度はこれまで最大0102名 (内訳 [字 すoア シストJ“名  [ス タディ
メイトン■‐ァJ24名 )0学生力壕 凛した

学生は 年間
`●

時間以上 配置悛0,最導数ROも とで継観的に活動を行・ ● 同事業に対して ,

県民″
`高

い関心と期待が寄せられている また 受饉生●対して継観的に実施して,● アンケート

譲薔 (9月  11月  1月  0月 実施)で  ヽ子どもとφ¨れあ,や配置校0餃貝 [0交流を通して歓

■にな,たいという■詩ち″次第に増加して,た という結果,'出 ている [学級担任論Jア [学 びり

アンストJ「スタディメイトショ‐ア1事業 え 地域とつ迦携を目指した大学0新 し,教n獲咸シス

テムとして■製tt●
=定

着してきたと言えよう
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内地留学研修を終えて

窪 日 餃 介

これ,で  「カウンt'ン グJは 曾分にとoて特 ,関係のなヽ分野たと患●てヽました 今回 富

山‐ での半年間の珈滲に参伽
`セ

ていた0(こ ととなり 自分は―体何を学べばよい0だろ,'と
他るなからこの訥蓼はスタートしました 久しよ ,0大学生活●撃囲気に新鮮な気分を味わ,ヽ ながら

も 「秩育相談J 眸 校カウンt'ン タJ `生達発ごし理≠Jと いoた講議を受窃するにつれ  [カ

ウンt'ン列 というもつ|=対する自分の嗜え方も変わっていきました 臓磯●内客 , 学校現場に

おける指薔の参考と,る内容ばか,で 今までの自分の指導を振 ,返 , 反省するよ1機会とを,t
した 同時に もoと

'回

り面から生徒を理解しくヽく方法につ,く深 (学 ||た いと思うようにな

りよした 特 ●ストレスやサメー 0ヽ在 ,方 それぞれの年代●おけ
`発

運薇題もについて学んたこ

とは 今後o自分0指導0滲者とな
`貴

重ム体験=tOま
した

学校現場に夜帰してからは 生徒と0接 し方も少し変わoた ように自分では悪して,=す 例え|ム

間範行動を起
=す

生徒 ●対して これまてはその行動にばか
'日

が01て |ま した||  `こ の生徒つ

行動には どん,観情0間燿II影響してい
`の

かJと 少し余格をすoで生徒と接することがで,る よ

うにな0ま した 0時 にはそんな0と を言っては,,れないoと もあ,ま すが ) 冷勝に生徒の側

を見つ0 状況に応した書単かけを意躊するよう●なつたことで 今まで よあ
=0著

え0,と oなか

った生徒0「心Jつ面
'■=ん

の少しで ,あ ,景 す力ヽ じしられるようにな●た0で
'な

いかと思‐て

います

Fr修中はヽンターの先生力には 大変おせ賠になりました 私たち研修生の研究に対して適切な指

導や勧8を与えて下さっヽことはもちらんのこと 大学でつ頭鼈生活がスユーズにいくよう細,tit
慮をしていただぃた, 休日にはレク,エーン●ン等も企画していたださよした お||ヴで 率当に

充実した,IIt生活を送る0と ができました この動じて事んだtと を一生の財産として 今後の数青

活動 ,生かせるよう弩力を組けて,き た|=思います 本当にどうもありかし,こさいました

内地留学生として

石 展 案只

半年間と,う 長いようで短ヽ内地目孝力軽 わ ,ま した 初めて経験させていただくこと
''多

く と

でも新鮮に感しました 特に 印象に期った0は大学0先生方0授業|1 私が十数年前に受けたそれ

とはずい21ん と違うことでし  ヽ 実践セン,―●先生方 , 体験と理論力̀補 びつきやす|よ うに と

くも工夫されておられる0と ″私たちに伝わってきました 1,1先生の「心理キ教育袷Jでは 探求

科り高校生に心理学を導入すOtlう 設定のもと 模擬授案を行いました 下回先生0陥 透麒床心

理学Jで ,筍経療法や描直療法を体験することがでξました 石津先生0「学校カウンt'ン タ精論

害響Jでは 聴く]1練を意識して 授擬面推を行いました 寺
"先

生の は 市相談を学ぶ3‐lと [け

ん■t,ピーjは いしめについてしo('と考え
`せ

られ,内容でした

今回つ内地曹学で学んだことによって 土拠と向1合 うと10私たち0:ざ 出しの数メ確実に増え

ました 増えた。とによ, 生徒と詢首合うとさに余裕″生まれ 生徒にとって,面 よ,かかわりに

なると信して 今後の家育築餞にあた0ま す

半年荀 ゼンター0先生方には本当にお世籠に,, 6翻 してお0ま す

-12-
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第77回 国立大学実践研究関連センター協議会報告

センター教授 小 ‖    亮

平成22や月1,日 (歎
=ヨ

大学教育学部剛ス軟青実践場合セン′―ヽおいて 談紀の協議会,悧催
された 富山大学からは 小1セ ツクー長 田尻教授の2名が参加し|・  午前つ部は 最割

「
回屋会

長 (臨 児島大令  上垣
=重

大学教育学部長の開 jに精|( 3務 局が,識挙録の確認と平成21年度
0決算報告 機饉会の規約の壼更についての協臨かなされた 午i『 のlI半は NPO法 人,|ンタア頸
事長り森苗楽手氏による謡凛 [多対 ι共生0持代におけるICT児童国際交流Jが行われ :CTを
活用した大学の地瀬連載つ可,,性について学メ機会が作られた

午後●前半が全体会で 各センター0現状と将来計画 ならび●
=シ

ター協樋会の今性の方向性に
ついて情報交換が行わ′|た

そつ後部II別の会饉となoた 教育工学 敏槍案鱗郡nつ分科合 では 政育実践研究^●取 ,組み

等につ|(1簾交藻
'行

われた

第78回 国立大学実践研究関連センター協議会報告

センター准教授 下 日 芳 幸

平成2,年 2月 18B鶴 東京学雲大学において 表紀協議働 翻地された 富山大学から
' 1,Iヽンター長 下口の2各 ,審摘した 午前の捻会に号さ続き 午後 , デジ′ル散料0と 晨育肇践獲習

に関しての報告や意見交換がなされた
デジクル教科書につぃては iCT支妻負に対すo支援 (編掲 ,側に口感いやすく と,支援す

`のがよ|か)●対してヽンター燿議会としてできること また和歌山県での取 ,組みよう 従来型学

習の補完機llと してのデジタ″教科書を位置づけ 愛場が 負担感よ,学薔効果を実感てきるような

手立て|1必yである0と が穀告された

執育実機演習について , 参加大学全てつ現状が縁とされ ポード,ォ ,オ や訥価壺準など 各大
学で模索し、|る様子が,'がわれた

その後部門別0会餞となった 数青臨床部llては ほとんとの大学で 学部業務とOll担の|'で

数市臨族に対する大学 地城り‐―ズ0ま すます高ま, 教員が多忙,極めているこを●共有された
よ  ヽや,(,を と,工夫して,(か 0情報交換,な された

日本教育大学協会北陸地区

教育実践研究指導部門研究協議会報告

センター簾師 石 燿 憲 ―郎

千減,2年1,月 2,JO',信州大学しなつ
=会

億において 表記憶譲金がll脩された 富山大学,ち は

小1ヤ ンター長 石津●2名 |1多加した 以下のような協議が行われた

C改育行政との連携 人事交流について

協餞題として上越教育大学から地方■政との逃機,刊 された 上越数市大学では人事交流を元に

学生指導を手厚 (行って,る 他大学で よtの ような形0人卒交流で ,な て 例え由著州大学では

-1,―



県の結 教育センターから客員教授に来てもらい授業を担当してもらoた , 金沢大学のように附

晨学校りみの人び交流と,う ところもあった 大学によって , 奎学か0り予鼻で
=)し

た人事交

流が行われるところや 学部OCPに よって行われているところなと実態は様々であった

②学部改ll tンター改組 ●ついて

頸合事項として 学部改紐 ヤン,― 改紅についてが信州大学からあげられた 富山大学はHl,

年に学部岬 がFわれ 金沢大学もH'0年に3つ の字都か0つ の学域1車更された,と から 現在

0学部改組は検討されて,ヽ ないが 褥丼大では教獣大学院を実践ヤン

'―
り翼群が実質的にオー′|

―ブ′′句 oし ころもあ0 今後つ業務分担の心要性としもに センター改組の可ll性が考えられ

ることか0げられた 信州大て , ヤ●免.l・についての方針を学部 =て 検討してお
' 

冤在りと

こらゼ・ 免課程,・l,こ ゼJ憲本的な方針とし, 今後Oll向を見守ること
'巧

さヽれ,

visua THaulbn 2010報告

センター教授 りヽ 11 亮

¬た22年 11月 ,2日 0ヽ 11月 1`日 ■つ,日 llで ヴィジ‐アルトライアス。ン2011が実施され
=し

||

■EEOテ ー■は [[え . 今なんて言った
'1カ `鮨

よるン●―卜よ―
`―

Jで した 講師に高信

行符氏 (タ ー●●ンデザインス)をお迎えし '拍 ,日 の映像制作構座を実施しましヽ  例年近 ,

学生か4つの班 (1班あた,■ ～ 6名 )●分かれて まずヽテーマト●とりようなストーリーを展閲

するかを検討しました よヽストーサーを展開する●に必娑な映像作成と効果青や音楽0作成を分担

ttすす0 部品をllみ合わせた, 映像[拗県をつけたりして作品を仕上げて,き
=し

た

鰐果的に4つ 0作品メ仕上が, 高信講師 上山先生 鼓先生 1,|か ら●メントを納面を,● ‐

て終了しました それをれの作品について, 以下のURtで龍認てきますのでご覧下さ|

V T 2010,H, htt,′′mm●o● ●Uo● toy●m,`● j,′ vυ●(0′ od,x htⅢ I

2班

-1■―



業務報告

センター日誌 平成22年度の実践センターの主な行事

平虚 2年 (2010

4月 18 醸 研修生 オ,=ンテーション

4月 22ロ センター会餞

`月
0日 ヽ 7日  精 実響勁耐 i導 (絶学粉

`月
1,日 センター会議

,月 1`8 胴風欲育集賤は合セン

'―
運営晏貝会

6月 2'8 ゼンター会嬉

,,II=7,,='1■ 1 教育案習事前1:導 (人間発連科学紛

7月 22日  tン
'―

会猿

`月
28日 発遮と鶴床り0理学講座 (第 13回 )

,月 ,日  センター

…

授R会

O月 1,8 第
'7回

国立大学教育案踊I究関連ヤンター●・ ll会 (=董大学)

10月 68 ●ンター融 集艘只会

,O月 138 =ンター会繊

1明 10日  日本教育大学協会全国政育実習研究訓 〕研究機饉会 (島根大〕

1明

“

日 tン ター会議

10月 るb i率秩育大学横剣 j目地区改育実践研究指導都円妍劣機誌,(信 IIガ

lo,η 8 教育実習

“

後
'!導

(人間発達lll紛

n月 0日  'ンター晏露

11月 12日 ～1`B ビジ‐アルトライアス。ン211●

12月 21日  tン ター会結

平成23年 (2011)

1月 113 発達と臨床の心理学略座 (第 2回 )

1月 1'日 'ンター会誠

1月 %B 教育実践総合セツター紀要第
`号

(迎巻1,つ 発行

1月 22日 発達と臨床0心理学構座 (第 14回 )

2月 8日  教育実臀還営協議会

2月 1`J 第
"回

国立大学a青集剛I賓関延ヤンター協議会 r7京学芸大)

2月
"B 

教員 学生のための教育晴束会 [お物館を活用した活動J

O月 1,ロ センター会議

3月 ,1ロ センター‐●―ス発行

-15-



2平 成22年度におけるセンターの相辮 数

面機による相談 電話 メー″相饉
合 針

学内者 学外者 件  欺

本人のみ 0 10 11 2`

保け のみ 1

`0
10 ,1

学校関係者のみ O 1, 20
`0

本人と時 など構銃 1 :6 0 1`

教師錮人 0 ,0 10
`0

合 計 2 110 0, 11,

綱 事 横 目

平成22年度も最後の月を迎えて 1年間を根り返う なんと1年間0慌ただし||っ たこと,2感 じ

ています ヤンター長としては2年目ですが 従来からの仕事に加えて 実餞セン′―の1理幅集や

人事の問題など 役職でl●定されている業務
"入

, それに学部の授業 大学院o改組と なんだか

目0回るよう●1年でした もちろん 茨動して,`0は大学たけではなく 学校改青全体が変革を

求0られる時代の流れや 経済的な問題 商齢化0同田 過理化り閾露 中央と地域0共生 自由化

の掟 国際的な●|力 関係などなど 世界申が変輩の季節を迎えて|る ように見えます 011し  子と

も1人 1人つ成長を助け 次世代につ,げていく改育つ役割と そつ大切さは変わる
=と

,`あ りませ

ん 人間発適科学研究総合実践セン′―の役割は 数師教育 改育相談 情報技術の側面,ら 学部

と改青現場を結び 子どもの発もを支援し 教育を改絆することを目的としてヽます これからも

しっか,と した歩みを続けるために ,ン ターの所環″一九とな‐て潤題に取
'組

んていくこと,球

められてい0こ とをし●か ,そ 勧 す0,と 壇 課と思います

(セ ンター長 4ヽ11 亮)

東北関東大震災で餃災された皆様に心よ,お見舞い申し上げます

印  刷  平成23年 3月 el日

発  行  平成20年 ,月 01日

日集発行  富山大学,も発311学部

l枷■人間発達科今研究奏餞継合,ンター

代第 4,‖  売
〒0,08,“ 青山市五襴,1,0

電  話  0,C-440-0=80

-16-


